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1.はく離進行時のＡＥ挙動 
 
下記に軸受ＮＵ206 の転走面がはく離するまでの AE 挙動例を示す。ただし、試験時間短

縮のために、振動値の上昇が認められるまでは高荷重条件(0.3C)で試験し、その後、荷重を

実機条件(0.1C)に下げて試験を実施している。試験完了に至るまでの AE 振幅と振動加速度

の変化を図１に示す。振動加速度に変化が認められる以前に AE の振幅が増加し、AE 法の

早期検出の有効性を確認できる。 
 

 
 

図１ 亀裂進行に伴うＡＥ振幅の変化 
 



2.潤滑不良時のＡＥ挙動 
 
潤滑油の量を減少させて、強制的に潤滑不良状態を生じさせて AE 挙動を評価した。図 2

に AE の最大振幅の変化を示す。試験開始から、単発的に振幅の大きな AE の発生が認めら

れ、その後に振幅の大きなＡＥの発生が増加して軸受が焼き付いた。発生したＡＥの波形

を図３に示すが、持続性の長い波形が観察される。一般的に連続性の長いＡＥは摩擦摩耗

発生時によく観察されることから、上記振幅の大きなＡＥは、潤滑が切れて金属接触が生

じて発生したものと考えられる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 潤滑不良時の AE 挙動（最大振幅） 
 
 

 
図 3 図 2 ④における AE 波形 
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3.実機診断 
 

 発電プラントにおける大型ファンの軸受の、はく離発生に至る AE の振幅の変化を下記に

示す。振動法の精密診断によりはく離発生を検知した点を 100％とすると、はく離発生前（寿

命の約 60％）に急激な増加が認められる。なお、軸受の AE 計測では、AE センサを軸受

に直接設置することは困難であるので、ＡＥセンサは軸受箱に取り付けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 計測対象            図 5 ＡＥセンサの設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 ＡＥ振幅の変化 
 

 


